
学校番号 401 

令和 5年度 理科 

 

教科 理科 科目 生物 単位数 3単位 年次 3年次 

使用教科書 生物 （啓林館） 

副教材等 センサー生物（啓林館） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

生命現象には未だに解明されていないものが数多くあります。生物の学習において大切なの

は、それらに「なぜ？」と問うことです。また、その疑問の解明には、実験・実証が欠かせませ

ん。実験には、より一層の「なぜ？」を持って取り組みましょう。それと受験に必要か不必要か

に関わらず、生物に興味を持ってください。興味をもてば好奇心が湧いてくると思います。先生

の説明を聞くだけでなく、自分でいろいろと調べてみよう（いわゆるアクティブラーニングです）

という気持ちになってくれれば嬉しいです。受験に必要な人は知識も身につけていきましょう。

そのためのコツは数多くの問題を解くことです。授業中に演習をする時間はとれないので、積極

的に講習に参加してください。この授業を通してみなさんが生物のことを今まで以上に好きにな

ってくれることを望んでいます。 

 

２ 学習の到達目標 

生物や生物現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，生物学的に探究

する能力と態度を育てるとともに，生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的な自然

観を育成する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自然の事物・現象に関

心や探究心をもち，意

欲的にそれらを探究

しようとするととも

に，科学的態度を身に

付けている。 

自然の事物・現象の中

に問題を見いだし，探

究する過程を通して，

事象を科学的に考察

し，導き出した考えを

的確に表現している。 

観察，実験を行い，基

本操作を修得すると

ともに，それらの過程

や結果を的確に記録，

整理し，自然の事物・

現象を科学的に探究

する技能を身に付け

ている。 

自然の事物・現象に

ついて，基本的な概

念や原理・法則を理

解し，知識を身に付

けている。また、その

知識の実社会への応

用を考えることがで

きる。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシ

ートの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価

の観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

１
学
期 

 

生
命
と
物
質 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                               

①生体物質と細胞 

②生命現象とタンパク

質 

○  

○ 

  a: 生物を構成する元素や物質に関心をも

ち，意欲的に学習する態度を示す。 

b: アミノ酸の配列と数の違いによって，

タンパク質の構造が変化することを説明

できる。 

授業態度， 

発問評価， 

定期考査， 

実 験 レ ポ

ート 

 

代
謝 

 

 

①呼吸 

②炭酸同化 

③窒素同化 

○    

○ 

○ 

a:呼吸によって有機物からエネルギーが

取り出され，光合成によって光エネルギー

を用いて有機物が作られる仕組みを理解

しようとする。 

d:二酸化炭素から糖をつくる炭酸同化が

わかる。有機窒素化合物を合成する働きで

ある窒素同化がわかる。 

 

動
物
の
反
応
と
行
動 

①刺激の受容 

②神経 

③効果器 

④神経系 

⑤動物の行動 

  

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

b:神経系において情報を伝えたり処理す

る神経細胞が，刺激を伝達する仕組みを考

えることができる。 

c:盲斑の位置を調べて，眼球の構造につい

て，また，盲斑の形の個人差についても考

えるため盲斑の位置や形を紙上に表すこ

とができる。 

d:刺激に反応する器官である効果器がわ

かる｡受容器と効果器を結びつけている神

経系がわかる｡環境に応じた反応をする動

物の行動がわかる｡ 

２
学
期 

遺
伝
現
象
と
物
質 

 

①遺伝情報とその

発現 

②遺伝子の発現調

節 

③バイオテクノロ

ジー 

 

○  

 

○ 

  

 

 

 

○ 

a:DNA の構造，遺伝情報の複製･転写･翻訳

の仕組み，そして遺伝子発現の調節を学

び，バイオテクノロジーの原理とその応用

について調べようとする 

b:環境に応じて発現する遺伝子の種類と，

その発現量は調節されていること，トリプ

トファン代謝における転写調節およびそ

の仕組みの概要を考えることができる。 

d:生物を利用する技術であるバイオテク

ノロジーがわかる。 

授業態度， 

発問評価， 

定期考査， 

実 習 レ ポ

ート 

 



植
物
の
環
境
応
答 

①発芽と成長の環

境対応 

②開花と老化の環

境対応 

③植物の一生と環

境対応 

○  

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:植物が周りの環境からの刺激に応答す

る仕組みを調べようとする態度が育って

いる。 

b:植物が適切な環境条件で成長を続ける

栄養成長,花を咲かせて種子をつくる生殖

成長の仕組みを考えるとともに，植物を日

長反応から分類し，観察することができ

る。 

d:植物の一生と環境応答がわかる。 

生
物
の
進
化 

①生命の起源と生命

の変遷 

②生物界の変遷と地

球環境の変化 

③人類の起源と進化 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

b:生物進化の歴史は地球環境変遷の歴史

と捉え，生物の進化に関係している地球環

境の変化を考えることができる。 

c:コアセルベートを形成させ，細胞との類

似点と相違点を調べることができる。 

d:人類の起源と進化がわかる。 

進
化
と
そ
の
仕
組
み 

①進化の証拠 

②生物の変異と進化 

○    

○ 

a:進化がどのように裏づけられ，その仕組

みがどのように説明されているかを調べ

ようとする。 

d:生物の変異と進化がわかる。 

生
物
の
生
活
と
環
境 

①環境要因 

②環境と適応 

○ ○   a:動物や植物も，子孫を残すために，同種

の個体と相互作用を及ぼし合っているこ

とを調べようとする。 

b:長い進化を経て生き残ってきた種の環

境適応（ベルクマンの法則など）を考える

ことができる。 

個
体
群
と
生
物
群
集 

①個体群とその変動 

②異種個体群間の関

係 

③生物群集とその構

造 

○  

○ 

  

 

 

○ 

a:個体群レベルから順にそれぞれの段階

で繰り広げられる生物のさまざまな営み

と，環境との関係を調べようとする態度が

育っている。 

b:被食者－捕食者相互関係や共生と寄生

などの異種個体群間の相互関係を考える

ことができる。 

d:生物群集とその構造がわかる。 

３
学
期 

生
物
の
系
統 

①生物の分類と系統 

②原核生物の分類と系

統 

③原生生物の分類と系

統 

④植物の分類と系統 

⑤菌の分類と系統 

⑥動物の分類と系統 

  ○  

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

c:分岐してからの時間が長いほど，DNA の

塩基配列の違いが大きい傾向があること

を利用して，データから生物の進化を推定

し，系統樹に表すことができる。 

d:原核生物の分類と系統がわかる。 

原生生物の分類と系統がわかる。 

植物の分類と系統がわかる。 

菌の分類と系統がわかる。 

授業態度， 

発問評価， 

実 験 レ ポ

ート 

 



生
態
系 

 

①生態系と物質生産 

 

②生態系と生物多様性 

 

 

○    

 

○ 

a:生態系における物質生産とエネルギー

効率について学び，生態系における生物多

様性に影響を与える要因を理解し，生物多

様性の重要性を調べようとする。 

d:生態系と生物多様性がわかる。 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


